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外科で手術を施行した大腸単発癌570例を対象とした。

なお大腸腺腫症に癌腫を伴った症例,多 発癌,重 複癌

症例は今回の検討からは除外した。このうち39歳以下

を若年者とし,40歳 以上を非若年者 (対照群)と し,

両群の年齢,性 ,悪 性腫瘍に関する家族歴,病 悩期間,

癌腫の占居部位,形 態分類,腫 瘍径,病 理組織学的分

類,壁 深達度,組 織学的 リンパ節転移,H因 子, P因

子,組 織学的進行程度,治 癒切除率ならびに予後につ

いて,大腸癌取扱い規約11)に従って比較検討した。なお

病理組織学的検索,H因 子, P因 子については両群の

切除例を対象とした.各項目の有意差検定にはぇ
2 teSt

を用い,予 後に関する有意性の検定には累積生存率の

標準誤差に基づく方法12jに準じた。

成  績

1,年 齢および性差

39歳以下の若年者大腸癌は57例であり,同 時期の手

術症例570例の10,0%を 占めた。そのうち最年少者は18
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当教室で最近13年間に経験した大腸単発癌手術施行例570例を対象とし,39歳以下の若年者大腸癌の

臨床病理学的所見ならびに手術成績について検討した。若年者大腸癌は570例中57例(10,0%)であり,

女性が多かった。若年者大腸癌では,組 織型は粘液癌が多く,壁 深達度, リンパ節転移率,腹 膜播種,

組織学的進行程度において進行度の進んだ症例が有意に多かった。若年者の全手術例の累積 5年率は

41.0%と非若年者とくらべ有意に低率であったが,治 癒切除例の累積 5年 率は71.6%と非若年者の

76,3%と くらべ有意差はなかった。若年者における大腸癌の早期診断ならびに治癒手術への努力が重

要であると思われた,

索引用語 1若年者大腸癌

はじめに

若年者大腸癌は一般に治療開始時すでに進行した癌

腫が多 く,そ の予後は不良であるとされているll~ゆ
。し

かし最近の報告ではかならずしも不良ではないとする

意見もある。～1い。第20回大腸癌研究会において若年者

大腸癌が主題として取りあげられ,若 年者大腸癌の特

徴が一層明らかにされた。何歳以下を若年者とすべき

かについてはなお明確ではないが,本 研究会でも39歳

以下を若年者として取扱った報告が多い。そこで今回

われわれも39歳以下を若年者として,若 年者大腸癌の

臨床病理学的所見ならびに予後について検討したので

報告する。

対象および方法

1972年から1984年までの13年間に大阪市立大学第 1
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横行結腸癌 (T)の 順であり,腫 瘍の占居部位に関し

ては両群間にほとんど差は認められなかった (表2).

5.腫 瘍の形態分類

若年者大腸癌の肉眼的形態分類では限局潰瘍型が48

例中28例 (58.3%),浸 潤潰瘍型が14例 (29.1%)を 占

め,残 りの形態を示したのは6例 (12.6%)のみであっ

た。対象群大腸癌においても限局潰瘍型,浸 潤潰瘍型

を示す症例が大部分であり,形 態分類からは年齢的相

違は認められなかった (表3).

6.腫 瘍径

腫瘍の最大径を表4の ごとく3つ に区分して検索す

ると,若 年者大腸痛では5.lcm以 上が48例中31例

(645%),3.1～ 5.Ocmが14例(29。2%),3.Ocm以 下

が3例 (6.3%)であった。対照群大腸癌にくらべて若

年者大腸癌では,有 意差はないが腫瘍径の大きな症例

が多い傾向が認められた。

7.病 理組織学的分類

若年者大腸癌では高分化腺癌が48例中27例(56.3%),

歳の2例であり,20～ 29歳が 7711(1.2%),30～39歳

が48例(8.4%)であった.そ の他の年齢区分別の症例

数では,50～ 59歳が157例(27.5%),60～69歳が161例

(28.2%)と 多かった。男女比では若年者大腸癌では

1:1.38,非 若年者大腸癌 (対照群大腸癌)で は1:

074と若年者に女性の頻度が高かった (p<0.05).な

お570例全例では1:0.79と男性が多かった (表1).

2.悪 性腫瘍に関する家族歴

悪性腫瘍に関する家族歴を入院時の間診に基づいて

検討した。 1親等以内に悪性腫瘍を有する頻度は若年

者大腸癌では57例中12例(21.1%),対 照群大腸癌では

513例中93例(18.1%)であった。 2規 等以内では,若

年者大腸癌では57例中13例(22.8%),対 照群大腸癌で

は513例中142例 (27,7%)で あり,両 群間に悪性腫瘍
の有無についての家族歴に差は認めなかった。

3.病 悩期間

症状の発現から手術までの病悩期間は, 3カ 月以内
が若年者大腸癌では57例中23例(40.4%),対 照群大腸

癌では513例中208例 (40.5%)と 差がなく,ま た平均

病悩期間の比較でも,若 年者大腸癌の8.4±1.5カ月,

対照群大腸癌の8。3±0.6カ月と差はみられなかった。

4.腫 瘍の占居部位

若年者大腸癌では直腸 (R)が 57例中35例(61.4%),

S状結腸癌 (S)が 11例 (19.3%)と 多く,次 いで上

行結腸癌 (A),肛 門癌 (P)の 順であった。一方対照

群でも直腸癌,S状 結腸癌が多く,次いで上行結腸癌,

表 1 大 腸癌症例の年齢,性 別

表 3 大 腸癌の形態分類

ポ ＼
者 年 を 非者年者 辞

例数( % )

表 在  型

臣 磨  型

限局演お型

濃河濃お型

ダまん滉河型

特 殊  型

2 ( 4 2 )

0 (  0 )

28(58 3)

14(29 1)

2 ( 4 2 )

2 ( 4 2 )

2 4 ( 5 2 )

1 4 ( 3 0 )

276(59 6)

136(29 4)

2 ( 0 4 )

1 , ( 2 4 )

2 6 ( 3 , )

1 4 ( 2 7 )

304(59 6)

150(29 4)

4 ( 0 8 )

1 3 ( 2 3 )

計 48(100) 511(100)

年 齢 てと〕 !  1n* ' r (t|t' l+ (nf,l

18～ 19

20～ 29

30～ 39

40 - 49

50 - 39

60 - 69

70 - 79

564± 00 5 7 9 主 0 5

(Mtt SE)

表4 大 陽癌の腫瘍径

底お径｀ 若年者 非若年者 計

例数 (%) 働数(%) 例弦 (%)

～3 0

3 1 ～5 0

6 1～

3 ( 6 3 )

14 (29 2)

31 (64 5)

5 2 ( 1 1 2 )

164 (35 4)

247(33 4)

6 5 ( 1 0 8 )

178 (34 3)

278 (54 4)

計 48(100) 463(100) 5,1(100)

表5 大 腸癌の病理組織学的分類
表 2 大 腸癌の占居部位

部 位

非若年者 計

例数(%)

C(古  協 )

A(上 行結鵬|

T(横 行結鵬|

D(下 行結鵬|

S(S状 結鵬|

R(直  脇 )

P(EE門 管)

( 3 5 )

〔5 3 )

( 3 3 )

( 1 8 )

( 1 9 3 )

( 6 1 4 )

( 5 3 )

( 4 3 )

( 6 0 )

( 6 6 )

( 3 5 )

( 1 9 9 )

(37 7)

( 3 1 )

( 4 2 )

( 6 0 )

( 5 3 )

( 3 3 )

(198)

153 1)

i 3 3 )

計 57(100) 513(100) 570(100)

訣
若年者 義 者 年 者 辞

高分化様箱

中分化線有

低分化像有

粘 液  有

痛平上皮お

そ の  他

【5 5 3 )

( 2 0 8 )

(41)

(167)

1  0)

+ 2 1 )

3 3 2 ( 6 6 1 )

116(22 7)

1 2 ( 2 3 )

36( 7 0)

3 ( 0 6 )

1 2 ( 2 3 )

計 100) 311(100)
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中分化腺癌が10例 (20.8%),粘 液癌が 8例 (16.7%)

であった。すなわち対照群大腸癌にくらべて若年者大

腸癌では高分化腺癌がやや少なく,粘 液癌が有意に高

頻度であった (p<0.001)(表 5).

8,組 織学的壁深達度

若年者大腸癌では,m,sm,pm,al,ss症 例は極めて

少なく,a2,S症 例が484/1中35Trll(729%),ai,si症例

が 9例 (18.7%)を 占め,両 者をあわせ ると全例の

916%で あった。一方対照群大腸癌では al,ss以下の

症例が463例中117例 (25.2%),a2,S以 上の症4/1が346

例 (74.8%)で あった。すなわち若年者大腸癌では,

装膜浸潤を有するかあるいはそれに相当する壁深達度

の深い症例が多かった (p<0.01)(表 6).

9.組 織学的 リンパ節転移

組織学的 リンパ節転移陽性率は若年者大腸癌では48

例中32例 (66.7%),対 照群大腸癌では463例中228例

(49.2%)であり,若 年者大腸癌に転移陽性率は高かっ

た (p<0.05)。また転移陽性例の うちでもn2以上の症

例は若年者大腸癌では32例中20例 (62.5%)で あった

のに対 して,対 照群大腸癌では228例中82例 (36.0%)

と若年者大腸癌では転移程度が高度であった (p<

0.01)(表 7).

10,肝 転移および腹膜播種

手術時の肉眼的所見に基づいて肝転移をみると,H

(十)症 421は若年者大腸癌では48例中 6例 (12.5%),

対照群大腸癌では463421中414/1(8.9%)と 差がなかっ

た。一方腹膜播種に関しては,P(十 )症例は若年者大

表6 大 腸癌の組織学的壁深達度

75(2399)

腸癌では48例中 6例 (12.5%)に 対 して対照群大腸癌

では463例中20例 (4.3%)に すぎず,若 年者大腸癌に

P(十 )症 例が多かった (p<0.05).

11.腫 瘍の組織学的進行程度

若 年 者 大 腸 癌 で は stage IV症 例 が48例 中14例

(29.2%)と 最 も多 く,次 いで stage III ttrllが11例

(229%),stage II症 例が10例 (20.8%),stage V症

例が10例 (20.8%)の 順であ り,stage I症4/1はわずか

に 3例 (6.3%)であった.一 方対照群大腸癌では stage

II症例が463例中153例 (33.0%)と 最も多 く,次 いで

stage III症例が129例(27.9%)であった。両群の stage

IV以 上の症例の頻度を比較すると,若年者大腸癌では

対照群大腸癌 とくらべより進行 した癌腫が多かった

(p<0.001)(表 8).

12.切 除率

全手術症例における切除率は89.6%(570例中511711)

であった。 こ の うち若年者大腸癌では84.2%(574/1中

48例),対 照群大腸癌では90.3%(513例 中463例)で あ

り,前 者の切除率がやや低い傾向がみられたが有意で

はなかった。治癒切除率を治癒切除例 (絶対治癒十相

対治癒)/大腸癌手術例とした場合,若 年者大腸癌では

52.6%(57例 中30例)で あり,対 照群大腸癌の64.5%

(513例中331例)とくらべここでも低い傾向を示したが

有意ではなかった。

者年者 非者年者 計

例数 (%) 例数 (%) 例数 (%)

pm

2 ( 4 2 )

1 ( 2 1 )

1 ( 2 1 )

35(72 9)

9 ( 1 8 7 )

2 5 ( 5 4 )

46( 9 9)

46( 9 9)

304(63 7)

42( 9 1)

2 7 ( 5 3 )

47( 9 2)

47( 9 2)

339(66 3)

5 1 ( 1 0 0 )

計 48(100) 463(100) 511(100)

表8 大 腸癌の組織学的進行程度

者年者 非若年者 計

1

I I

I I I

W

V

3 ( 6 3 )

1 0 ( 2 0 8 )

11(22 9)

14(29 2)

10(20 8)

( 1 2 3 )

(33 0)

(27 9)

( 1 3 4 )

( 1 3 4 )

1 1 7 )

3 1 9 )

2 7 4 )

1 4 9 )

, 4 1 )

計 43(100)

図1 大 腸癌症例の累積生存率

表7 大 腸癌におけるリンパ節転移
763%40才 以上の大鵬志治癒切際例

(n=33,)
716%39才 以下の大限おお葱切除例

(n‐30)

359%40才 以上の大鵬右全手術例
(n=5,3)

410%39才 以下の大限猛全手術例
(n=57)
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1 6 ( 3 3 3 )

1 2 ( 2 5 0 )

1 3 ( 2 7 1 )

5 ( 1 0 4 )

2 ( 4 2 )

235

146

62

14

6

1 5 0 3 )

i 3 1 5 )

113 4)

i 3 0 )

1 1 3 )

2 5 1 ( 4 3 1 )

158(30 9)

75(14 7)

1 9 ( 3 7 )

8 ( 1 6 )

計 48(100) 511(100)
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13.予 後
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性24例に対し,女 性33例と40歳以上の症例にくらべ有

意に女性の頻度が高く,山 田ら1り
,Martinらりの報告

と同様であった。 しかし性差を認めないとの報告。19

や男性が多いとする報告。もあってなお一定していな

ヽヽ.

若年者大腸癌での家系中に悪性腫瘍を有する率は,

自験例では 1親等以内で21.0%, 2親 等以内で22.8%

であ り, とくに非若年者大腸癌 との差はみられず,立

川ら1ゆ
,山田ら1ゆの報告 と同様であった。大腸癌の発生

部位についてもとくに若年者に特徴的な変化はみられ

なかった。つ。

従来より若年者大腸癌では手術時すでに進行程度の

高い状態にあることが指摘されている1汚汚湾)1い1ゆlゆ～2,.

金井 ら1りは39歳以下の若年者直腸癌における腫瘍径,

環周度,壁 深達度, リンパ節転移,腹 膜播種,肝 転移,

治癒切除率について検討し,若 年者に有意差を認めた

のはこの うち壁深達度, リンパ節転移,腹 膜播種,治

癒切除率の 4項 目であったと述べている。今回の自験

大腸癌症例での腫瘍径,壁 深達度, リンパ節転移,腹

膜播種,肝転移,組織学的進行程度の検討においても,

壁深達度, リンパ節転移,腹 膜播種のほか組織学的進

行程度に有意差が認められた。これらのうち腫瘍の進

行程度を最も総合的に示す組織学的進行程度分類につ

いてみると,若 年者大腸癌では stage IV症例29.2%,

stage III症例22.9%が多 く,一 方非若年者大腸癌では

stage II症例33.0%,stage III症例27.9%が多い。ま

た両群の stage IV以上の症例を比較 しても,若年者大

腸癌では有意に進行 した癌腫が多かった。すなわち若

年者大腸癌では進行程度の高い症例が多い と言い う

る。

かかる原因としては,若 年者大腸癌自体の生物学的

悪性度が高いこと,お よび若年者では癌腫の診断が遅

れることなどが考えられるが,寺 部 ら61はこの主な原

因として後者をあげている。立川ら1助も若年者では病

悩期間がやや長いことを指摘しているが, 自験例では

病悩期間に差がみられず,陣 内ら'ほか。1めの報告 と同

様であ り,若 年者大腸癌の病悩期間は必ずしも長いと

は言いがたいようである。
一方若年者大腸癌の組織学的特徴 として,悪 性度の

高い低分化腺癌や粘液癌の頻度が高い点が指摘されて

いるがll~3汚鴻)1ゆ102り,自 験例でも若年者大腸癌では高

分化腺癌の頻度がやや低 く,同 時に粘液癌の頻度が有

意に高率であった。この組織型の相違が若年者大腸癌

の進行程度が高かった一因とも推察されるが, この点

大腸癌手術例の全症例ならびに治癒切除例の累積 5

年生存率 (以下5生 率)を 用いて予後を検討した。

全手術症例の5生 率は若年者大腸癌では410%で あ

るのに対して,対 照群大腸癌では55.9%と 若年者大腸

癌で有意に低率であった (z=1.98,p<0.05).一 方治

癒切除例の5生率は若年者大腸癌では71.6%,対 照群

大腸癌では76.3%と 両者に有意差はなかった (z=

0.49)(図 1)。また治癒切除例について,癌 腫の組織

学的進行程度別に5生 率をみても,stage I,II症例で

は若年者大腸癌では90.9%,対 照群大腸癌では86.9%

と差がなく (z=0.54),stage III,IV症 例でも若年者

大腸癌の56.6%に 対して対照群大腸癌の59.3%と 差が

なかった (z=0.18)。

考  察

大腸癌は比較的高年齢層に多い疾患であり,今 回の

自験4/1の集計でも息者の手術時の年齢では50歳代,60

歳代が多かった。 し かし39歳以下の大腸癌が10%(570

711中57421)を占めており,若 年者大腸癌が決してまれ

な疾患とは言い難い。ただ若年者大腸癌を何歳以下に

規定するのが妥当であるかという点については,29歳

以下1)1め
,35歳 以下のとす るもの もあるが,39歳 以

下ゆ～1いとする報告が比較的多い.カロ藤ら。は直腸癌に

対する治癒切除後の生存曲線のパターンの相違から39

歳以下を若年者とすることの妥当性を報告し,金 井

ら1つも臨床病理学的所見の差違から39歳以下説をとっ

ている。また大腸癌については,吉 雄ら1",Bedikian

ら1のは20歳代と30歳代とを比較し,臨 床病理学的所見

に相違をみいだしえなかったとしている。教室での紙

野ら1のの胃癌についての報告でも30歳未満と30歳代で

は臨床的ならびに病理組織学的に著るしい差がt7xられ

ていない。今回の検討では39歳以下を若年者として取

扱った。
一般に39歳以下を若年者とした際の若年者大腸癌の

発生頻度は,欧米ではBu10wつの2.2%,Jarvinehら1い

の2.5%, Martinら 3)の3.5%, Hsuら 4)の4,4%,

Ohmanりの4.5%,Bedikianら1的の7.0%などの報告が

あるが,本邦では立川ら1働の6.7%,寺部らいの14.5%,

吉雄ら1めの結腸癌での9.5%,直 腸癌での12.9%,第20

回大腸癌研究会における抄録集計の8.6%などの報告

がみられ, 自験pllでは10.0%であった。すなわち本邦

における若年者大腸癌の発生頻度は欧米にくらべやや

高いようである。.

若年者大腸癌の性差については, 自験例57例では男
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2)悪 性腫瘍に関する家族歴,病悩期間,癌腫の占居

部位,肉 眼的形態分類にはとくに差は認めなかった。

3)若 年者大腸癌では,組織型では高分化腺癌がやや

少なく,粘 液癌が多く,壁 深達度, リンパ節転移率,

腹膜播種,組 織学的進行程度に有意差がみられ,病 期

の進行した症例が多かった。

4)若 年者大腸癌の切除率は84.2%,治 癒切除率は

52.6%であり,いずれも非若年者より低い傾向にあっ

た 。

5)若 年者大腸癌の全手術例 ならびに治癒切除例 の

累積 5生 率はそれぞれ41.0%,71.6%で あった。前者

は非若年者の55.9%と くらべ有意に低率であったが,

後者は非若年者の76.3%と くらべ有意差はなかった。

6)以 上の若年者大腸癌の特徴か ら,治療に際 しては

当然の ことなが ら進行程度の低 い時期での診断の確

定,な らびに治癒切除を期することの重要性が示唆 さ

れた。
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結  語
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